
令和３年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案（第４号）

秋田県教育委員会



- 1 -

議
案
第
四
号

市
町
村
立
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

市
町
村
立
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

市
町
村
立
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
返
納
の
事
由
、
額
等
）

（
返
納
の
事
由
、
額
等
）

第
十
五
条

条
例
第
十
六
条
第
五
項
の
規
則
で
定
め
る
事
由
は
、
通
勤
手
当
（

第
十
五
条

条
例
第
十
六
条
第
五
項
の
規
則
で
定
め
る
事
由
は
、
通
勤
手
当
（

一
箇
月
の
支
給
単
位
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に

一
箇
月
の
支
給
単
位
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に

つ
い
て
生
じ
た
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

つ
い
て
生
じ
た
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

三

月
の
中
途
に
お
い
て
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六

三

月
の
中
途
に
お
い
て
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六

十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
職
員

十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
職
員

の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
。

の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
。

以
下
「
休
職
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、

以
下
「
休
職
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、

法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
（
以
下
「
専
従

法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
（
以
下
「
専
従

許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣

許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣

さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
秋
田
県
条
例
第

さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
秋
田
県
条
例
第

二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
（
以
下
「
外
国
派
遣
」
と
い

二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
（
以
下
「
外
国
派
遣
」
と
い

う
。
）
を
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

う
。
）
を
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項

関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
派
遣
（
以
下
「
公
益
的
法
人
等
派
遣
」
と
い
う
。
）
を
さ

の
規
定
に
よ
る
派
遣
（
以
下
「
公
益
的
法
人
等
派
遣
」
と
い
う
。
）
を
さ

れ
、
大
学
院
修
学
休
業
（
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

れ
、
大
学
院
修
学
休
業
（
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
学
院
修
学
休
業
を
い
う
。
以

一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
学
院
修
学
休
業
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
し
、
自
己
啓
発
等
休
業
（
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に

下
同
じ
。
）
を
し
、
自
己
啓
発
等
休
業
（
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
、
配
偶
者
同

規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
、
配
偶
者
同

行
休
業
（
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
同
行
休
業
を

行
休
業
（
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
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い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
、
又
は
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
停
職

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
、
又
は
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
停
職

に
さ
れ
た
場
合
（
こ
れ
ら
の
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
又
は
そ
の
翌
月
に

に
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ

復
職
し
、
又
は
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
第
十
七
条

と
と
な
る
と
き
。

第
二
項
に
お
い
て
「
派
遣
等
と
な
つ
た
場
合
」
と
い
う
。
）

四

略

四

略

２
～
４
略

２
～
４
略

第
十
七
条

略

第
十
七
条

略

２

月
の
中
途
に
お
い
て
派
遣
等
に
な
つ
た
場
合

２

月
の
中
途
に
お
い
て
法
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
休
職
条
例
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
専
従
許
可
を
受
け
、
外
国
派
遣
を
さ
れ
、
育

児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
公
益
的
法
人
等

派
遣
を
さ
れ
、
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
、
配
偶
者

同
行
休
業
を
し
、
又
は
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
た
場
合

で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
に
は
、
支
給
単
位

（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、

支
給
単
位

期
間
は
、
そ
の
後
復
職
し
、
又
は
職
務
に
復
帰
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

期
間
は
、
そ
の
後
復
職
し
、
又
は
職
務
に
復
帰
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）

（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）

か
ら
開
始
す
る
。

か
ら
開
始
す
る
。

３

略

３

略

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
市
町
村
立
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
月
の
中
途
に

お
い
て
法
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
休
職
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
専
従
許
可
を
受
け
、
外
国
派
遣
を
さ
れ
、
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
公
益
的
法
人
等
派
遣
を
さ
れ
、
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
、
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
、
又
は
法
第
二
十
九

条
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
た
場
合
に
該
当
し
た
職
員
の
支
給
単
位
期
間
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
三
年
三
月
四
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
取
扱
い
に
鑑
み
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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市町村立学校職員の通勤手当に関する規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

一般職の国家公務員の取扱いに鑑み、所要の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

職員が月の中途から派遣等となり、その翌月に復職等した場合については、通

勤手当を返納させないこと等とする。（第１５条第１項及び第１７条第２項）

３ 施行期日等

⑴ この規則は、令和３年４月１日から施行することとする。

⑵ この規則の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。

＜事例＞

派遣等の期間が２月にわたる場合

（改正前）  派遣等  復職

（改正後）  派遣等  復職

※派遣等･･･派遣、休職、育児休業、停職など

４月 ５月 ６月 ７月

支給されない

支給される

議案第４号 参考資料



令和３年

第４回 教 育 委 員 会 会 議

議案（第５号）

秋田県教育委員会
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議
案
第
五
号

秋
田
県
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
た
公
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
そ
の
他
教
育
職
員
の
服
務
を
監
督
す
る
教
育

委
員
会
が
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
令
和
二
年
文
部
科
学
省
告
示
第
一
号
）
を
踏
ま
え
、
県
立
の
中
学

校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
（
以
下
「
教
育
職
員
」
と
い
う
。
）
が
正
規
の
勤
務
時
間
及
び
そ
れ
以
外
の
時
間

に
お
い
て
行
う
業
務
の
量
の
適
切
な
管
理
そ
の
他
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
学
校
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
に
資
す
る
た
め
に
講
ず
べ

き
措
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
）

第
二
条

秋
田
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
教
育
職
員
の
在
校
等
時
間
（
当
該
教
育
職
員
が
学
校
教
育
活
動
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

い
る
時
間
と
し
て
外
形
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
所
定
の
勤
務
時
間
（
法
第
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
日
（
代
休
日
が

指
定
さ
れ
た
日
を
除
く
。
）
以
外
の
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
い
た
時
間
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
時
間
と
な
る
よ
う

教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

一
箇
月
に
つ
い
て
四
十
五
時
間
以
内

二

一
年
に
つ
い
て
三
百
六
十
時
間
以
内

２

教
育
委
員
会
は
、
教
育
職
員
が
児
童
生
徒
等
に
係
る
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
量
の
大
幅
な
増
加
等
に
伴
い
、
一
時
的
又
は
突
発
的
に
所
定
の
勤
務

時
間
外
に
業
務
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
職
員
の
在
校
等
時
間
か
ら
所
定
の
勤
務
時
間
を
除
い
た
時
間
が
次
の
各
号

に
掲
げ
る
範
囲
内
の
時
間
と
な
る
よ
う
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
年
の
う
ち
一
箇
月
に
お
い
て
四
十
五
時
間
を
超
え

て
業
務
を
行
う
月
数
に
つ
い
て
は
、
六
箇
月
以
内
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

一
箇
月
に
つ
い
て
百
時
間
未
満

二

一
年
に
つ
い
て
七
百
二
十
時
間
以
内

三

一
箇
月
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
当
該
各
期
間
の
直
前
の
一
箇
月
、
二
箇
月
、
三
箇
月
、
四
箇
月
及
び
五
箇
月
の
期
間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
い

て
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
時
間
に
つ
い
て
八
十
時
間
以
内

（
委
任
）

第
三
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
そ
の
他
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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令
和
三
年
三
月
四
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安
田

浩
幸

理

由

教
育
職
員
が
正
規
の
勤
務
時
間
及
び
そ
れ
以
外
の
時
間
に
お
い
て
行
う
業
務
の
量
の
適
切
な
管
理
そ
の
他
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
る
た
め
に
講
ず

べ
き
措
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則案要綱

１ 制定理由

教育職員が正規の勤務時間及びそれ以外の時間において行う業務の量の適切な

管理その他教育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関し必要

な事項を定める必要がある。

２ 内容

⑴ 教育委員会は、教育職員の在校等時間から所定の勤務時間を除いた時間が次

に掲げる範囲内の時間となるよう教育職員の業務量の適切な管理を行うことと

する。（第２条第１項関係）

① １箇月について４５時間以内

② １年について３６０時間以内

⑵ 教育委員会は、教育職員が児童生徒等に係る通常予見することのできない業

務量の大幅な増加等に伴い、一時的又は突発的に所定の勤務時間外に業務を行

わざるを得ない場合には、教育職員の在校等時間から所定の勤務時間を除いた

時間が次に掲げる範囲内の時間となるよう教育職員の業務量の適切な管理を行

うこととする。ただし、１年のうち１箇月において４５時間を超えて業務を行

う月数については、６箇月以内とすることとする。（第２条第２項関係）

① １箇月について１００時間未満

② １年について７２０時間以内

③ ２箇月、３箇月、４箇月、５箇月及び６箇月のそれぞれの期間において１

箇月当たりの平均時間について８０時間以内

３ 施行期日

この規則は、令和３年４月１日から施行することとする。

議案第５号 参考資料
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議案（第６号）

秋田県教育委員会
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議
案
第
六
号

秋
田
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

様
式
第
１
号

休
業
日
変
更
届
出
書

（第
２
条
関
係

）

様
式
第
１
号

休
業
日
変
更
届
出
書

（第
２
条
関
係

）

略
略

略
略

秋
田
県
立

学
校
長

秋
田
県
立

学
校
長

印

休
業
日
の
変
更
に
つ
い
て
（届

出

）

休
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

（届
出

）

略
略

様
式
第
１
号
の
２

休
業
日
授
業
実
施
届
出
書

（第
２
条
関
係

）

様
式
第
１
号
の
２

休
業
日
授
業
実
施
届
出
書

（第
２
条
関
係

）

略
略

略
略

秋
田
県
立

学
校
長

印

秋
田
県
立

学
校
長

休
業
日
の
授
業
実
施
に
つ
い
て

（届
出

）

休
業
日
の
授
業
実
施
に
つ
い
て

（届
出

）
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略
略

様
式
第
２
号

休
業
日
届
出
書

（第
２
条
関
係

）

様
式
第
２
号

休
業
日
届
出
書

（第
２
条
関
係

）

略
略

略
略

秋
田
県
立

学
校
長

秋
田
県
立

学
校
長

印

休
業
日
に
つ
い
て

（届
出

）

休
業
日
に
つ
い
て

（届
出

）

略
略

様
式
第
３
号

教
育
課
程
等
年
間
計
画
書

（第
３
条
関
係

）

様
式
第
３
号

教
育
課
程
等
年
間
計
画
書

（第
３
条
関
係

）

略
略

略
略

秋
田
県
立

学
校
長

秋
田
県
立

学
校
長

印

教
育
課
程
等
の
年
間
計
画
に
つ
い
て

（届
出

）

教
育
課
程
等
の
年
間
計
画
に
つ
い
て

（届
出

）

略
略
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別
紙

別
紙

１
－
１

略
１
－
１

略

１
－
２

年
度
教
育
課
程
表

（視
覚
障
害
者

聴
覚
障
害
者

肢
体
不
自

１
－
２

年
度
教
育
課
程
表

（視
覚
障
害
者

聴
覚
障
害
者

肢
体
不
自

、
、

、
、

由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主
と
し
て
行
う
特

由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主
と
し
て
行
う
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
・
高
等
部
専
攻
科
用

）

別
支
援
学
校
の
高
等
部
・
高
等
部
専
攻
科
用

）

略
略

（注

）

略

（注

）

略

１
－
３

略
１
－
３

略

１
－
４

年
度
教
育
課
程
表

（知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育

１
－
４

年
度
教
育
課
程
表

（知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育

を
主
と
し
て
行
う
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
用

）

を
主
と
し
て
行
う
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
用

）

略
略

略
略  
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

 
（

総
合

的
な

探
究

の
時

間
）

 

自
 
 
 
  
 
立

 
 
 
 
 
 
活

 
 
 
 
 
 
動

 
教

科
等

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学

年
等

１
年

２
年

３
年

備
考

 
 
略

 
 
略

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動

 
総

合
的

な
探

究
の

時
間

 

自
 
 
 
 
 
 
立

 
 
 
 
 
 
活

 
 
 
 
 
 
動

 
教

科
等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学

年
等

１
年

２
年

３
年

備
考

 
 
略

 
 
略 教
科

単
位
数

標
　
準

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動
 

 
総

合
的

な
探

究
の

時
間

 
自

   
  

立
  

   
活
 
    

動

  
    

    
     

    
     

 学
年

入
　
　

　
学
　

　
　

年
　

　
　

度

科
目

　
　

　
年

度
　
　

　
年

度
　
　

　
年

度

 略  略

教
科

単
位

数

標
　

準
１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動
 

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

 
（

総
合

的
な

探
究

の
時

間
）

 
自

  
  

 
立

 
  

  
活
 
  

  
動

  
  

   
  

  
  

  
  

  
   

  
 学

年

入
　

　
　

学
　

　
　
年

　
　

　
度

科
目

　
　

　
年

度
　

　
　

年
度

　
　

　
年

度

 略  略
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様
式
第
４
号

教
育
課
程
実
施
報
告
書

（第
３
条
関
係

）

様
式
第
４
号

教
育
課
程
実
施
報
告
書

（第
３
条
関
係

）

略
略

略
略

秋
田
県
立

学
校
長

秋
田
県
立

学
校
長

印

教
育
課
程
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

（報
告

）

教
育
課
程
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

（報
告

）

略
略

別
紙

別
紙

１
略

１
略

２
年
度
教
育
課
程
実
施
報
告
書

（視
覚
障
害
者

聴
覚
障
害
者

肢
体

２
年
度
教
育
課
程
実
施
報
告
書

（視
覚
障
害
者

聴
覚
障
害
者

肢
体

、
、

、
、

不
自
由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主
と
し
て
行
う

不
自
由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主
と
し
て
行
う

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
・
高
等
部
専
攻
科
用

）

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
・
高
等
部
専
攻
科
用

）

略
略

時
数

最
高

時
数

最
低

時
数

最
高

時
数

最
低

時
数

最
高

時
数

最
低

単
位

数
単

位
数

単
位

数

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動
 

 
総

合
的

な
探

究
の

時
間

 
自

     
立

     
活
     

動

区
　

　
　

分

第
１

学
年

第
２
学

年
第

３
学

年

  略

  略

時
数

最
高

時
数

最
低

時
数

最
高

時
数

最
低

時
数

最
高

時
数

最
低

単
位

数
単

位
数

単
位

数

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動
 

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

 
（

総
合

的
な

探
究

の
時

間
）

 
自
     

立
     

活
     

動

区
　

　
　
分

第
１
学
年

第
２

学
年

第
３
学
年

  略

  略
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（注

）

略

（注

）

略

３
略

３
略

４
年
度
教
育
課
程
実
施
報
告
書

（知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る

４
年
度
教
育
課
程
実
施
報
告
書

（知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る

教
育
を
主
と
し
て
行
う
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
用

）

教
育
を
主
と
し
て
行
う
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
用

）

略
略

様
式
第
５
号

教
務
主
任
等
任
命
報
告
書

（第
１
０
条
関
係

）

様
式
第
５
号

教
務
主
任
等
任
命
報
告
書

（第
１
０
条
関
係

）

略
略

略
略

略
略

秋
田
県
立

学
校
長

秋
田
県
立

学
校
長

印

教
務
主
任
等
の
任
命
に
つ
い
て

（報
告

）

教
務
主
任
等
の
任
命
に
つ
い
て

（報
告

）

略
略

時
数

計
画

時
数

実
施

時
数

計
画

時
数

実
施

時
数

計
画

時
数

実
施

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動
 

 
総

合
的

な
探

究
の

時
間

 
自

     
立

     
活

     
動

区
　

　
　

分

１
年

２
年

３
年

備
　
考

  略

  略

時
数

計
画

時
数

実
施

時
数

計
画

時
数

実
施

時
数

計
画

時
数

実
施

 
学

校
が

定
め

る
教

育
活

動
 

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

 
（

総
合

的
な

探
究

の
時

間
）

 
自

     
立

     
活
   

  
動

区
　
　

　
分

１
年

２
年

３
年

備
　

考

  略

  略
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附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
三
月
四
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る
各
教
科
等
の
名
称
変
更
及
び
行
政
運
営
の
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
の
押
印
方
式
の
見
直
し
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

特別支援学校学習指導要領の改訂による各教科等の名称変更及び行政運営の効

率化を推進するための押印方式の見直しに伴い、所要の規定の整理を行う必要が

ある。

２ 改正内容

(1) 教育課程等年間計画書（様式第３号別紙１－２）及び教育課程実施報告書

（様式第４号別紙２）の各教科等の名称を改めることとする。（第３条及び第

４条関係）

(2) 各様式から学校の押印を削ることとする。 （第２条、第３条、第４条及び第

１０条関係）

３ 施行期日

この規則は、令和３年４月１日から施行することとする。

議案第６号 参考資料


